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ベトナム現地情報（2021.06.22） 

ジャパン証券 北⼭亨 

第 7 回「ベトナムのビール」 

夏といえば、そうビールが美味しい季節だ。ベトナムは年間を通じて暑い⽇が多く、ビ
ア・ホイと呼ばれる⽣ビールを始め、たくさんのビールが飲まれる。 

ベトナム⼈のビール好きは有名で、2019 年の総消費量はアジアで中国、⽇本に次ぐ堂々
の３位、世界全体で 9 位の消費⼤国となっている1。その消費を⽀えるのは、ベトナムの豊
富な働き世代である。19 年に⾏われた国勢調査ではベトナムの総⼈⼝は 9,620 万⼈。その
うち 15〜64 歳の⼈⼝の割合は 68.0％と、ビールメーカーが狙う顧客の層が厚いことが窺い
知れる。 

 

      

 

 

ベトナムビールの始まり、B G I 

ベトナムのビールは、フランスの統治にあった時代に遡る。当時ビクター・ラルーという
フランスの退役軍⼈によって、BGI2（インドシナ醸造所）と呼ばれる組織が設⽴された。
この BGI では様々なビールが製造された。代表的な銘柄には ３３（のちの３３３）、ロワ
イヤル、オメル、タイガーなどがある。その後 1975 年にベトナムの南北が統⼀され、その
時２つの醸造所が国有化された。 

古くからビール⽂化が根付いており、さらに働き⼿世代の増加から、ベトナムはビールの
消費市場として魅⼒が増している。そのため海外から多くのメーカーが国内市場に参⼊して
いる。現在、国内市場の約９割は４社によって占められている。サイゴンビール

 
1 キリンビール公式ホームページより 
2 Glacieres Brasseries d'Indochine の略 

 

筆者の近所にあるビアホール。現在ハノイ市⼈⺠委員会の決定に基づいて営業を停⽌している。 
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（39％）、ハイネケン（33％）、ハノイビール（11％）、カールスバーグ3（9％）。2019
年度のアルコールによる税収は約 26 億⽶ドルに上り、そのうち約８割に当たる約 21 億⽶
ドルがビール⼤⼿４社によるものだった。なお上記のサイゴンビール（SAB）とハノイビー
ル（BHN）は、それぞれホーチミン証券取引所に上場する。 

 

次にベトナムの代表的なビールを紹介したい。ベトナムのビールは 1⽸ 約 50円〜100円
程度と安く、ベトナムにお越しの際はぜひお試しいただきたい。 

 

サイゴンビール（SABECO） 

国内に 26 の⼯場を持つベトナム最⼤のビールメーカー。サイゴンスペシャル、３３３4と
呼ばれる看板ブランドを有する国内最⼤のブランド。1875 年に BGI によってサイゴン（現
在のホーチミン市）に設⽴されたグエンチタン醸造所を起源とする。世界 38 カ国に輸出さ
れている。また英国プレミアリーグに所属するプロサッカーチームのレスターとスポンサー
契約を結んでいる。これはレスターのオーナーであったタイの飲料⼤⼿であるタイ・ビバレ
ッジが 2017 年に同社を買収したことが背景にある。2016 年 12⽉にホーチミン取引所に上
場した。 

             

（出所）サイゴンビール公式ホームページより 

 

ハノイビール（HABECO） 

北部最⼤のビールメーカー。1890 年に BGI によって設⽴されたオメル醸造所を起源とす
る。2007 年にデンマークのカールスバーグ社と戦略的提携を開始。2016 年 10⽉にハノイ
取引所の UPCOM市場に上場、現在はホーチミン取引所に上場している。 

 
3 デンマークのビールメーカー。  
4 元々は３３だった。 
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ビア・ホイは同社の有名な商品で⽣ビールの⼀種。⼤きなタンクに⼊れられ、ビアホール
やレストランなどに販売される。アルコール度数が３％程度と グイグイ飲める。 

 

                  

（出所）ハノイビール公式ホームページより 

 

 

 

フエビール 

フエビールは、カールスバーグ傘下のビールメーカー。親会
社のカールスバーグは 1993 年に HALIDA5ブランドを⽴ち上
げ、ベトナムに正式参⼊を果たす。その翌年にフエビールと合
弁事業（Huda ブランド）をスタートさせ、2011 年にはフエビ
ールをその傘下に収めた。 

またカールスバーグの 21 年第 1四半期の決算発表による
と、アジア市場での出荷量の伸び率は 30％を記録しており、
同社の売上⾼の約３割、純利益のおよそ 36％を叩き出してい
る。中でもベトナムは堅調な成⻑を続けており、主にプレミア
ムブランドが売り上げを牽引しているとしている。 

 

（出所）カールスバーグ・ベトナム公式ホームページより 

 

 
5 Ha noi（ハノイ） 、 Li en Doanh（ベトナム語で合弁事業を意味する）、Da nmach（ベトナム語で
デンマーク）の頭⽂字に由来する。 

ビアホールの様⼦。ほとんどの店で
ビア・ホイは、この緑がかったグラ
スに注がれる。 
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ラルー（Larue）ハイネケン・ベトナム 

BGI により 1927 年から製造が始まったブランド。中部で⼈気がある。95 年にハイネケ
ン・ベトナムがブランドを取得した。 

1991 年に設⽴されたハイネケン・ベトナムは、世界的なビールメーカーであるハイネケ
ンの⼦会社だ。現在ベトナム国内では６つの醸造所を持ち、3500 ⼈の従業員を抱えるベト
ナムで２番⽬に⼤きなビールメーカーとなっている。また製造する商品もハイネケンの他に
タイガー、ラルー、アムステルなどを⼿掛けている。 

        

（出所）ハイネケン・ベトナム公式ホームページより 

 

 

ビール市場、量から質へ 

国家統計局によれば、ビール・アルコール類の⼀⼈当たり消費量は 2002 年に⽉ 0.6リッ
トルだったが、2020 年に 1.3リットルと倍増している。 

 

 

（出所）GSO 国家統計局 
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近年の傾向としては、各社ともにプレミアムブランドに⼒を⼊れており、ベトナムで飲ま
れるビールも、安価な⽣ビールから⾼級ビールへと変化しつつある。 

サイゴンビールを例に挙げると、同社は 2000 年に⾼級指向のサイゴンスペシャルを発売
した。その後 2017 年にサイゴンゴールドという⾼級指向の⽸ビールを発売、2019 年には
主⼒ラインナップを⼀新。さらに昨年マイナス 2 度の低温発酵を⽤いた新製品を発売して
いる。 

同社はプレミアムブランドに主軸を移す前に、さらなるシェア拡⼤のために主戦場である
⼤衆向けブランド、サブプレミアム商品の強化に注⼒したと今年の年次報告書で振り返って
いる。 

 

ビールメーカーが消費者の取り込みに⼒を⼊れるのは、収⼊の増加が背景にある。国家統
計局の調査6報告によれば、⽉収の全国平均は⽉ 423 万ドン（約２万円）となっている。直
近 5 年間の収⼊の年間増加率は 8.1％と堅調な推移と⾒せている。都市部の平均⽉収は 19
年時点で 600 万ドン（約 3 万円）を超えており、農村部と倍近い差が出ている。収⼊の増
加とともに⽀出も増加しており、より質の⾼いビールを求める消費者も増えている。 

 

 

 

（出所）GSO 国家統計局 

 

 

 
6 全国 63 省・市の 47,000 世帯を対象にした 2020 年の⽣活⽔準に関する調査。5 ⽉ 21 ⽇公表 
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また 2020 年 1 ⽉ 1 ⽇から飲酒運転を取り締まる法律が改正・施⾏された。さらに 2020
年 2 ⽉ 24 ⽇に発⾏された政令では、アルコール広告に関するより厳格な規制を導⼊してい
る。具体的には（1）15％以下のアルコール・ビール広告の規制強化（2）映画・演劇・テ
レビ作品でアルコールを飲む俳優の使⽤制限（3）アルコール飲料のサイトへ 18 歳未満が
アクセス、また購⼊を防⽌する対策が挙げられる。国内のアルコール消費が増える中、法整
備が進んできた。 
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願いいたします。 

ビングループのショッピングセンタ
ー内の電光掲⽰板。⽇本のノンアル
コールビールが宣伝されていた。 

スーパーのビール売り場。国内外の
ビールが所狭しと並べられている。 


